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平成２６年度 社会福祉法人 八幡市社会福祉協議会 

事業報告書 

超高齢・少子社会や核家族化・単身化が急速に進むなか、市民の価値観の多様化や

地域意識の希薄化などにより、家庭や地域での支え合う力が低下しています。 

また、高齢者のみの世帯やとりわけ一人暮らしの高齢者、障がいのある人が増加す

るなかで、ひきこもりや子育て家庭の孤立、児童虐待、いじめなど様々な生活課題が

生じています。 

そして、まだまだ厳しい経済情勢の中で、終身雇用制度の崩壊や非正規雇用の増加

等による「貧困の連鎖」や「経済的格差」は、社会的孤立を生み出しています。 

このような状況の中で、複雑・多様化した生活課題に対応するには、地域のつなが

り、支え合いを深めながら、地域住民や様々な団体・機関が協働し、横断的、総合的

に課題の解決に向けて取り組むことが重要となっており、社会福祉協議会が地域福祉

活動の中核的な推進組織として、果たすべき役割は益々大きくなっています。 

本会ではこれらのことを踏まえ、「八幡市地域福祉推進計画」に基づく住民主体の

地域福祉活動を推進するための仕掛けづくりを進めるため、「地区座談会」に取り組

みました。 

 また、市民の皆様方をはじめ行政や関係団体・機関との連携を十分に図る中で、本

会の活動の基本理念である「地域のつながりで築く 安心・幸せのまちづくり」を目

指して、次の取り組みを進めました。 

 

１．財政活動 

地域に根ざした活動を進める上で、会費をはじめ共同募金の配分金、寄附金などの

自主財源の確保に努めました。 
会費については、自治組織の協力を得る中で、一般会員の確保を図るとともに、役

職員による企業、団体等への特別会員や賛助会員の拡大に努めました。会員の拡大を

図るためには、社会福祉協議会の存在をより一層市民に周知する必要があることから、

本市社協のオリジナルバッジの着用の促進に努めました。 
共同募金については、八幡市募金等活動事業推進会に参加し、街頭募金や特別資材

の販売等に取り組み、社協への配分金の確保に努めました。 
また、市民や企業からの寄附金を受けるとともに、福祉バザー等の収益事業にも取

り組みました。さらに、長期的に安定した法人運営を継続するための財源を確保する

ため、国債・地方債の有価証券の有利な運用に努めました。 
 
２．組織の強化 

多様な市民の福祉ニ－ズに的確に対応するため、理事と評議員で構成するそれぞれ

の部会で、各施策について検討し、活動の展開を図りました。 
 そして、職員の資質の向上を図るために、研修計画に基づく計画的な職員研修に取

り組みました。 
 また、役員体制の強化と地域福祉の推進を図るため、理事と評議員の研修会をいた

しました。 
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３．地域福祉推進計画の推進 

「八幡市地域福祉推進計画」の重点プロジェクトを、ＵＲ都市機構の賃貸住

宅が集中し、急速に高齢化が進むと考えられる男山地域内の２つの自治会で取

組みました。それぞれの地区の住民が、地域の福祉課題や課題解決について話

し合う場として「地区座談会」を開催し、住民が主体的に取り組む高齢者の見

守り活動や地域の絆を深めるための活動に対する支援を八幡市と協働して行い

ました。 
 また、昨年１０月に八幡市地域福祉推進協議会を開催し、同推進計画の取り

組み状況の検証を行いました。 
 
４ 災害ボランティアセンターの体制整備 
 地球温暖化などの影響により、予想もしない災害が発生し、各地に大きな被

害を及ぼしています。八幡市でも近年の台風による浸水被害に対応するために

もボランティアの育成とマニュアルの策定なども含めたセンター機能の構築が

必要です。 
 このことから、災害ボランティアセンターについての認識を深めるために、

理事と評議員、そして、全職員を対象とした研修会をそれぞれ実施しました。

また、災害時の具体的な取り組み等を検証するため、被災地の兵庫県宍粟市で

役職員研修を実施しました。 
 
５．相談機能の充実と福祉サービス利用援助事業の推進 
 市民の身近な相談窓口の「ふれあい福祉センター」では、複雑、多様化する

相談内容と相談件数の増加に対応するために、関係機関と連携を図るとともに、

夜間転送電話を活用した２４時間の相談事業に取り組みました。 
障がい者の相談窓口である「障害者生活支援センターやまびこ」では、関係

機関との連携を図るとともに、八幡市駅前での出張相談に取り組みました。 
 「福祉サービス利用援助事業」の利用者が増加傾向にあるなかで、市民の福

祉ニーズを適確に受け止め、府社協の「きょうと高齢者・障害者生活支援セン

タ－」との連携を図りながら取り組みました。 
 
６．在宅福祉サ－ビスの推進 
 高齢者や障がい者のお二人暮らしで、どちらかが介護を要する世帯などの見守りや

安否確認を目的とした「フリージヤ弁当」の配食事業に取り組みました。 
 住民参加型在宅福祉サービス事業の「くらしのサポート愛ちゃん」では、他に公的

な福祉サービスが利用できない市民に対して、利用会員と協力会員をつなぐコーディ

ネートに努めました。 
また、一人暮らしの高齢者等の安否確認のため、関係者の協力を得て「テレフォン

ボランティアサービス事業」に取り組みました。 
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７．高齢者見守り強化事業の推進 
 高齢者が安心して、住み慣れた地域で、自分らしく、生き生きとした生活を営むこ

とができる地域社会を築くために、ふれあいサロン活動の充実を図る中で、関係機関

や関係団体と連携を図りながら取り組まれる見守りや声かけ、支え合い活動の支援に

努めました。 
 第五区地域では、自治会をはじめとする諸団体による「第五区見守り隊」が活動し

ており、この地域住民が主体的に取り組んでいる見守り活動の支援を行いました。 
  
８．福祉委員会活動の推進と支援 

高齢者等の支援が必要な市民が、住み慣れた地域の中で、安心して生活が営めるよ

うに取り組みを進めている福祉委員会活動に対して、円滑な運営と充実に向けた支援

に努めました。 
 
９．ボランティア活動の推進 

市民の福祉ニーズが多様化し、福祉サービスの需要が増大し、従来の公的な福祉サ

ービスだけでは、対応が困難な状況になっています。この様な状況の中でボランティ

アの役割は、より一層重要となっていることから、ボランティアグループの自主性を

尊重することを基本に、各団体の活動の支援に努めました。 
 

10．広報啓発活動の推進 
 地域の福祉ニーズや課題について、市民の理解と協力を得るために、市民に親しま

れる「社協だより」を発行しました。また、ホームページを見やすくリニューアルし、

社会福祉協議会の各種サービスや事業の内容などの情報の発信に努めました。 
 また、市民に対して社協の取組みを身近なものにするため、オリジナルキャラクタ

ーを公募し、新たなキャラクターを「愛(まな)ちゃん」に決定し、今後、有効活用し

ていくことにしています。 
 
11. 介護保険関連事業 
 介護保険事業者として、地域に根ざした社会福祉協議会ならではのきめ細やかなケ

アプランの作成と、ケアプランに基づく訪問介護計画により、利用者に、自分らしく

生き生きと楽しい日常生活を営んでいただける、介護サ－ビスの提供に努めました。 
 また、高齢者を対象に、介護の未然防止を図るための地域支援事業にも取り組むと

ともに、高齢者の方々が、老人福祉施設などの活動を通じて地域貢献や社会参加をさ

れ、より健康で生きがいのある生活を送られることを目的に「介護支援サポーター制

度事業」に取り組みました。 
そして、介護保険制度の範囲を超えて、サービスの提供を希望する利用者に、有償

によるサービスを行う「スマイルサポート事業」を事業化し、利用者が居宅で可能な

限り安心して生き生きとした日常生活を過ごしてもらう取り組みを進めました。 
認知症対応型通所介護事業では、事業内容の充実に努めたことから利用者が定着し、

安定した経営を行うことができました。 
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12．障がい福祉サービス事業 
  障がい者の自立と社会参加を促進するために、社会的ニーズをふまえ、社会福祉協

議会の機能とサービスを組み合わせて利用者を支援する障がい福祉サービスの提供

に努めました。 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 

1.財政活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・社協会員の加入促進 
自治連合会の協力を得て、会員募集と会費納入への協

力の依頼を行いました。 
      会費     4,080,907 円 
         500 円一般会員 4,330 口 
        3,000 円特別会員   101 口 
        10,000 円賛助会員     28 口 
                 500 円未満    6,036 口 
           加入率        13.9 % 

・寄付金等 
寄付件数 29 件  金額: 1,184,284 円 

・東日本大震災義援金 
累計寄付件数 92 件(個人:25 件・団体 67 件) 
累計金額: 4,282,539 円 

・ふれあい福祉基金 
年度末基金総額: 17,706,167 円 

（142,757 円積立） 
・ボランティア基金 

年度末基金総額:101,124,625 円 
（H26.運用益収入:  1,459,736 円） 

・障害者（児）福祉基金 
年度末基金総額:  12,447,084 円 

（H26.運用益収入:   127,238 円） 
 

助成先 助成金額 事業内容 
ＪＯＩＮＴ ＪＯＹ 55,000 円 洗濯機の購入 

チームアグライア 42,570 円 網戸の設置 

 

 
 
 

4,181,371 円 
    4,374 口 
      92 口 
      29 口 
    6,135 口 
     14.2% 
 
34 件  2,325,869 円 
 
89 件(個人 25 件・団体 64 件)

4,189,208 円 
 
17,563,410 円 
(140,093 円積立） 
 
H25.  101,124,625 円 

H25.運用益収入 7,074,430 円 

 

H25.     12,117,088 円 

H25.運用益収入（89,089 円） 

 
・きろろん八幡 80 千円 
（プレハブ倉庫の床板張替） 

・ぽっぽハウス 80 千円 
（体験入居用居室のエアコン設置）

2.組織活動 
 
 
 

・理事会・評議員会・監事会 
 
(1)理事会   ６回開催 
 
(2)評議員会  ３回開催 

 
 

 
 

3 回開催 
 
2 回開催 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
2.組織活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・専門部会 
  広報調査部会        4 回開催 
  総務部会          3 回開催 
  高齢者福祉部会       3 回開催 
  障がい者福祉部会      3 回開催 
  地域福祉部会        3 回開催 

母子父子児童福祉部会    3 回開催 
 
・役職員研修  

1) 理事・監事 研修会 
     実施日：平成２６年９月１７日 
    テーマ：「災害時の社協の役割」 
   講 師：京都府社会福祉協議会  
       地域福祉ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ振興課 渡邊 一真 氏 

2) 評議員 研修会 
   実施日：平成２６年９月２６日 
   テーマ：「災害時の社協の役割」 
   講 師：京都府社会福祉協議会 
       福祉部長 田畑 ゆかり 氏 
 
・先進地視察研修会 
   実施日：平成２７年２月６日 
   行 先：兵庫県宍粟市社会福祉協議会 

参加者：３７名 
 

 
    4 回開催 
    1 回開催 
    2 回開催 
    2 回開催 
    2 回開催 
    2 回開催 
 
 

 

実施日 H25.9.20 

ﾃｰﾏ：「地域福祉の推進と理事の

役割について」 

講師：龍谷大学短期大学部 

    加藤 博史 教授 

3.高齢者福祉事

業 

 
 
 
 
 
 
 
 

・フリージヤ弁当  年間延べ   257 世帯 
                514 配食 

 
・福祉機器の貸出  車イス    86 回貸出 
 
・高齢者見守り強化事業 

 
ふれあいサロンの支援 
 年間延べ 580 回開催 

 
・テレフォンボランティアサービス事業 

利用登録者  14 名 
ボランティア  10 名(年間延べ 150 名) 

260 世帯 
   520 配食 
    

 63 回貸出 
 
 
  
 
     632 回開催 
 
  14 名 
  9 名（年間延べ 140 名）
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
4.障がい者（児） 
福祉事業 
 
 
 

・福祉機器の貸出  車イス  86 回貸出 
・障害者（児）福祉基金（助成） 

助成先 助成金額 事業内容 
JOINT JOY 55,000 円 洗濯機の購入 
ﾁｰﾑｱｸﾞﾗｲｱ 42,570 円 網戸の設置 

 

63 回貸出 
 
・きろろん八幡 80 千円 
（ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫床板張替） 
・ぽっぽハウス 80 千円 
（体験入居用居室のエアコン設置）

5.児童福祉事業 
 
 
 
 
 
 

・社会福祉施設体験事業では、市内の保育園  12 園と高齢

者施設 3 ヶ所の協力を得て、中高生  58 人の参加のもと

実施しました。 
・男山第三中・橋本小・八幡小 体験学習   
・市が特に必要であると判断した家庭にホームヘルパーを

派遣し、育児や家事援助を行う要保護児童訪問支援事業に

取り組みました。 訪問件数  3 件 

12 保育園 
1 高齢者福祉施設 
中高生 55 人参加 
男山第三中学校体験学習 1 回 

（手話・点字・要約筆記） 

 

6.共同募金配分事

業 

 
 
 
 
 
 

・共同募金運動の配分金では、  1,622,063 円の配分を受

け、自主事業である下記の事業に活用しました。 
・給食サービス事業        469 千円 
・福祉当事者団体活動補助事業   260 千円 
・障がい者週間啓発事業       75 千円 
・社協活動啓発事業       255 千円 
・ボランティア活動支援事業   120 千円 
・みんなで創る福祉のつどい事業 443 千円 

1,532,198 円 
 

395 千円 
340 千円 
75 千円 

220 千円 
285 千円 
217 千円 

7.貸付等援護事

業 
 
 
 
 
 
 
 

・歳末たすけあい運動では  2,832,422 円の配分を受け、

配分委員会で検討の結果、住民参加型の福祉活動や障がい

者通所事業所などへ配分しました。 
・老人施設入所者         2 人       6 千円 
・障がい者通所事業所      9 ヶ所   411 千円 
・障がい者共同生活事業所       3 ヶ所     57 千円 
・おせち料理配食       152 世帯  499 千円 
・地域福祉推進事業      44 団体   1,642 千円 
・福祉当事者団体       8 団体      160 千円 
・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ準備金             57 千円 
 
・たすけあい資金貸付              12 件 
・生活福祉資金貸付        72 件  25,343 千円 
・総合支援資金            7 件    3,996 千円 
・教育支援費              24 件    6,564 千円 
・就学支援費            21 件    9,515 千円 

2,910,177 円 
 

 
2 人   6 千円 
5 ヶ所 540 千円 
4 ヶ所  48 千円 

152 世帯 532 千円 
44 団体 1,406 千円 
8 団体  240 千円 

      138 千円 
 

15 件 
95 件   36,208 千円  

 16 件  8,064 千円  
 30 件  7,710 千円 

29 件 12,194 千円 
 ・福祉費              9 件  4,202 千円 

・緊急小口資金            11 件  1,066 千円 
12 件  7,471 千円 

  8 件   769 千円 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
8. 住民参加の

域福祉推進事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・公的ｻｰﾋﾞｽが利用できない市民に対して、利用会員

と協力会員をつなぐコーディネートに努めました。 
 ＜会員登録状況＞ 
  ・利用会員 ５３人 
  ・協力会員 ２４人 
  ・賛助会員  １人 
    合計  ７８人 
 ＜サービスの内容＞ 

家事 介助 移送 
回数 時間 回数 時間 回数 時間

591 758  95 302.5 161 229.5
 

 

 

〈会員登録状況〉         

 ４４人 

    １８人 

    ０人  

合計６２人 

〈サービスの内容〉 

（家事）553 回  591 時間 

（介助）205 回  512 時間 

（移送）295 回  321 時間 

9.ふれあい福祉

センター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・市民の複雑で多様化する相談内容について、関係機

関との連携や出張相談、夜間転送電話等を活用して対

応しました。  
相談件数 1,975 件（実相談者数： 1,163 人） 
〔相談内容〕 
項目 件数 項目 件数 項目 件数 
生計 1,196 離婚 16 事故 2 
年金 80 健康 81 児童 1 
職業 232 医療 7 教育 46 
住宅 25 精神 15 心身 3 
家族 45 人権 86 母子 40 
結婚 2 財産 1 老人 91 
苦情 2 その他   3 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ  1 

 

 
 
 
1,968 件(1,161 人) 
 

項目 件数  項 目 件数  項目 件数

生計 1,190 離 婚 20 事故 1

年金 78 健康  76 児童 1

職業 222 医療  7 教育 43

住宅 22 精神  11 心身 3

家族 45 人権  83 母子 39

結婚 1 財 産 1 苦情 7

その他 7 老人  37  
 

10.障害者生活

支援センター 
・障がい者の自立と社会参加の促進を目的に下記の事

業に取り組みました。 
〔相談内容〕 

項目 件数 項目 件数 項目 件数

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 225 日中活動 234 ﾋﾟｱｶﾝ 2 
人間関係 66 家庭 145 金銭 152 

項目 件数 項目 件数 項目 件数 
個別支援会議 74 認定調査 39 就労 157
居住 30 個別支援 151 制度 355
余暇 12 成年後見 5 福祉機器 34 

職場・学校 82 障がい 25 保健・医療 369
ｹｱﾏﾈ 2,548 その他 336  

H26.延べ相談件数 5,041 件 

 
 
 

項目 件数 項目 件数 項目 件数

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 227 日中活動 259 ﾋﾟｱｶﾝ 2

人間関係 136 家庭 106 金銭 240

項目 件数 項目 件数 項目 件数

個別支援会議 99 認定調査 81 就労 151
居住 23 個別支援 99 制度 459
余暇 25 成年後見 7 福祉機器 69
職場・学校 52 障がい 20 保健・医療 447
ｹｱﾏﾈ 2,245 その他 313  

H25.延べ相談件数 5,060 件 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
11.地域活動支

援センター 
・地域活動支援センターの運営 
 週４回（火・水・金・土）利用者総数   1,810 名 
 
・やまびこサロン運営   利用者総数：  505 名 
 週４回（火・金・土と水曜日の午後） 
 ボランティアグループの協力を得て、交流サロンを開催

しました。 
・ガイドヘルパー養成講座 

全身性障がいｺｰｽ 参加者 18 名 

精神障がいｺｰｽ  参加者 12 名 

・地域活動支援センターの運営

利用者総数 2,089 名 

 

・やまびこサロン運営 

利用者総数：306 名 

 

 

 

 

 

12.ボランティ

ア活動センタ

ー事業 

・市民啓発事業 
 「第 6 回みんなで創る福祉のつどい」  
実施日：平成 27 年 3 月 14 日（土） 

 場 所：八幡市立福祉会館及び周辺 
 内 容：福祉体験、ステージ発表、フリーマーケット、

遊びコーナー、とびっきり作品展、おもいやり標語作品展、

ドキュメンタリー映画上映、大ビンゴ大会など多くの人で

賑わいました。 
参加者：600 名 

 
・ボランティア保険の加入者数 58 グループ 1,666 名 
・福祉行事保険 211 件・まごころワイド保険 44 件 
 
・ボランティアグループ   12  団体 
・ボランティア登録総数   539 名(H25.新規登録  29 名) 
 
・傾聴ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座 年２回（参加者 20 名） 
 
・ボランティアきっかけ講座  年２回（参加者７名） 
 

第５回みんなで創る福祉のつどい 

実施日平成 26 年 3 月 8 日（土）

場所：市役所前ひろば・文化ｾﾝﾀー

内容：ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の紹介や体験

をはじめ、ｽﾃｰｼﾞ発表、ﾌﾘｰﾏｰｹｯ

ﾄ、模擬店、障がい者のとびっき

り作品展、体験コーナーなど多

くの人でも賑わいました。 

参加者：1,000 名  

 

57 グループ 1,693 名 

福祉行事保険 183 件・まごころ

ﾜｲﾄﾞ保険 41 件 

12 団体 

   519 名（H25.新規登録 39 名）

 

精神ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ養成講座年 1 回 

（参加者 36 名） 

13.福祉委員会

への支援 
・平成２６年度福祉委員数  408 名 
・活動内容は、各地域の特性に合わせた身近な集会所など

を利用したふれあいサロンや、地域内での交流会、高齢者

を対象とした健康教室、地区内の安全パトロール活動など

です。 
・ふれあいサロン 37 ヶ所 延べ 580 回開催 
・年 2 回連絡会議の開催 
 

  425 名 

 

 

 

 

39 ｹ所・延べ 632 回開催 

年 3 回開催 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
14.福祉サービ

ス利用援助事

業 
 
 
 
 
 
 
 

・判断能力が不十分で、日常生活に支障のある高齢者や知

的障がい者、精神障がい者に対し、福祉サービスの利用援

助や日常的な金銭管理を行いました。 
利用者数 15 名 生活支援員登録者数  13 名 
問い合わせ件数 74 件 関係機関との調整 1,632

件 
初回相談件数 52 件 研修への専門員・

生活支援員の参加

 11 回 

 
・山城北中部圏域の社協が合同して、事業の啓発を図るため

障がい関係の事業所を対象に講座を行いました。 

 

 

利用者数 5 名 

問い合わせ件数 10 件 

新規相談件数 14 件 

生活支援員登録者数 8 名 

関係機関との調整 942 件 

研修への参加 8 回 

・山城北中部圏域の社協が合同し

て、事業の啓発を図るためＤＶＤ作

成を行いました。 

15.広報活動 
 
 

・年４回 社協だよりの発行 
・社協の存在をより理解していただくために、ホームページ

での情報提供にも努めました。 

年４回発行 

 

 

16.啓発活動 ・市民が社協の存在を理解していただくために、福祉バザー

の開催や地域の事業に模擬店等を出店しました。また、親し

みを持っていただくために、社協のオリジナルバッジ着用の

促進に努めました。 

H26.11.8 福祉バザー開催 

 

 

17.地域福祉推

進計画の推進 
 
 
 

・八幡市地域福祉推進計画の実施に当たり、計画の進捗状況

に関する点検や助言を頂くために、八幡市地域福祉推進協議

会を 10 月に開催いたしました。 
・八幡市地域福祉推進協議会は 9 名の委員で構成。 
・関係機関と市及び社協が協働して、地域の福祉課題を考

える「地区座談会」を男山八望地区で 9 回開催しました。

・計画の進捗状況に関する点

検や助言を頂くために八幡

市地域福祉推進協議会を作

成し 8 月と 2 月に開催。 
・男山Ｃ地区 

 （アンケートの実施） 

18.絆ネット 
構築支援事業 

・男山地域の絆ネットワーク構築のため、地域の関係機関

等に参画していただき、住民による見守り活動を支援する

ための仕組みづくりとして、「絆ネット懇談会」を 3 回開

催しました。 
・男山 B 地区見守り隊準備委員会会議 5 回 
 （アンケートの実施） 

・H26.新規事業 
 
 

19.福祉団体育

成支援 

・福祉団体の運営強化や組織の拡大を図るための支援に努

めました。 
 

20.受託事業 
 
 

・リフトカー運行事業 
リフトカー運行状況は下記のとおりです。 

公的機関 医療機関 その他 計 利用延べ人員 

1 314   107  422 211 
(利用実人員 26 人)

 

H25. 公的機関  9 

      医療機関 299 

     その他  96  

       計      404 

(利用実人員 29) 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
21.施設の管理

運営 
 
 
 
 
 
 
 

・老人憩いの家八寿園運営管理 
【利用者総数】 
 28,624 人（男性 16,233 人・女性 12,391 人） 

 
 
・福祉会館運営管理 
【利用状況】 

利用者総数：  11,505 人  
利用団体数：   35 団体 
 
 
 
 
 
 

 

 

   28,075 人 

（男性：15,392 人） 

（女性：12,683 人） 

 

 

  12,359 人 

  43 団体 

22.介護保険関

連事業 
・居宅介護支援事業 
・介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）6 名で、延べ 50 件 
（内他市町村 6 件）の介護認定調査を行いました。 
【ケアプラン作成状況】 
   ・要介護度 1   398 人 
     ・要介護度 2   534 人 
     ・要介護度 3   379 人 
     ・要介護度 4   228 人 
     ・要介護度 5   154 人 
      合計   1,693 人（利用者数） 
 *平成 24 年より、地域包括支援センターを市が２医療

機関に委託されたことにより、居宅支援計画業務の依

頼が減少しました。 
 また、要支援 1・2 の方の介護予防サービス計画を作

成しました。その延べ件数は 246 件でした。 
 上記の利用者で認知及び独居加算の算出した方は、認

知 363 人、独居 280 人でした。 
 
 
 
 
 
 
 

 

6 名で延べ 52 件 

（内他市町村 9 件） 

 

・要介護度 1    341 人 

・要介護度 2   513 人 

・要介護度 3   402 人 

・要介護度 4      219 人 

・要介護度 5      147 人 

   合計   1,622 人 

 

 

 

 

  延べ 273 件 

  認知症：391 人 

  独 居：233 人 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
23.介護保険関

連事業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・訪問介護事業 
 
常勤ホームヘルパー6 名、非常勤ホームヘルパー36

名により、延べ 15,326 人にサービスを提供しました。

 回数 時間 
身体介護 4,449   2,779 
身体生活 1,607    2,247 
生活援助 5,304    5,120 
介護予防 3,966    4,058 
合 計 15,326 14,204 

 
・スマイルサポート事業（自費サービス） 
 利用者が可能な限りその居宅において、その有する能

力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、自

費サービスの提供を行いました。 
        登録利用者 7 人 延べ 168 回 
 
・軽度生活援助事業 
延利用者数 利用回数 利用時間 

    0     0      0 
 

・寝具乾燥丸洗いサービス事業 
乾燥消毒サービス  丸洗いサービス  計 

実施回数  利用者数  実施回数  利用者数 実施回数 利用者数

 4 205   2  230   6  435 

 
・地域支援事業 

要支援・要介護に陥るリスクの高い高齢者を対象に

状態の悪化を防止することを目的に予防事業を行いま

した。 
 

◇閉じこもり予防事業 
・いきいき介護予防教室（54 回開催） 

  登録者数 33 人・延利用人数 379 人 
・はつらつ健康教室（70 回開催） 

  登録者数 71 人・延利用人数 1,079 人 
 
◇運動器の機能向上事業（60 回開催） 
   登録者数 42 人・延利用人数 709 人 

 

 

常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 6 名 

非常勤ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ 36 名 延べ 15,631 人

 回数 時間 

身体介護 3,456 2,210 

身体生活 2,475 3,642 

生活援助 5,820 5,362 

介護予防 3,880 3,879 

合計 15,631 15,093

 

 

 

 

 

 

 

 

延利用者数 利用回数 利用時間 

5 50 41 
 

 

乾燥消毒サービス 丸洗いサービス  計 

実施回数 利用者数 実施回数 利用者数 実施回数 利用者数

4 213 2 223 6 436

 

 

 

 

 

 

 

（54 回開催） 

登録者数 43 人・延利用人数 602 人 

（71 回開催） 

登録者数 68 人・延利用人数 1,336 人 

（60 回開催） 

登録者数 44 人・延利用人数 687 人 
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事業活動計画 本年度実施状況 前年度実績 
23. 介護保険

関連事業 
 
 
 
 

・認知症対応型通所介護事業 
「老人憩いの家八寿園」で実施している認知症対応型通所介

護事業については、215 人、2,403 回の利用をいただきまし

た。（平均介護度 3.4） 
 
・介護支援サポーター 
 高齢者自身による社会参加を通して、介護予防を推進する

ために実施する事業。（登録者 50 名） 

 

 

 215 人・2,550 回 

平均介護度 3.4 

 

 

24. 障がい福

祉サービス事

業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・障がい者訪問介護事業 
利用者 18 人に対し、下記のとおり派遣しました。 

 身体介護 家事援助 
派遣回数  1,205    917 
派遣時間   1,264.2  1,293.8 

・知的障がい者訪問介護事業 
ヘルパー6 名を 3 人の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 
  153  249.7 

・身体障がい者移動支援事業 
ヘルパー17 名で 15 人の利用者に派遣しました。 
派遣回数 派遣時間 
  330  1,141 

・知的障がい者移動支援事業 
ヘルパー32 名で 30 人の利用者に派遣しました。 

 （内、児童にもヘルパー11 名で 4 人の利用者に派遣） 
派遣回数 派遣時間 
  646  4,345.7

・精神障がい者居宅支援事業及び移動支援事業 
ヘルパー8 名を 5 人の利用者に派遣しました。 
利用者数 派遣回数 派遣時間 
  5   219   315.2 

 

 

利用者 16 人 

 身体介護 家事援助 
派遣回数 1,565   903 
派遣時間 1,388 1,462 

 

 5 名で 3 人の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 
  156  219 

 

13 名で 14 人の利用者へ 

派遣回数 派遣時間

  325 1,151 
 

32 名を 30 人の利用者へ 

（11 名を 4 人の利用者へ） 

派遣回数 派遣時間

  726 4,553 
 

11 名を 5 人の利用者へ 

利用者数 派遣回数 派遣時間 

 5  514 688 
 

 
 
 
 
 
 


